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最尤法
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系統樹推定
の場合
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樹形間の比較では分子進化モデルは固定
(パラメータ値は推定 )

||
パラメータ数 (K)は全樹形で等しい

||
最大尤度樹形はAICも最小
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最尤系統樹推定
||

尤度が最大になる系統樹を
採用する



  



  

問題



  

尤度最大な樹形

をどう決める？



  

総当たり



  

総当たり



  

総当たり無理



  

そこで、

局所探索



  



  

初期樹形



  

初期樹形
樹形改変によって探索される範囲



  

初期樹形
樹形改変によって探索される範囲



  

初期樹形
樹形改変によって探索される範囲

さらに周囲を探索



  

初期樹形
樹形改変によって探索される範囲

仮の最尤系統樹を更新していく



  

初期樹形
樹形改変によって探索される範囲

仮の最尤系統樹を更新していく

それ以上尤度が高いもの
が見つからない



  

初期樹形
樹形改変によって探索される範囲

仮の最尤系統樹を更新していく

それ以上尤度が高いもの
が見つからない 終了



  

局所探索
って不安だなぁ

・・・



  

気休
め



  



  



  

沢山の初期樹形から
局所探索を繰り返す
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反復すれば多数の樹形が得られる



  



  

はたして

その系統樹は

信頼できるのか？

どれくらい



  

OTU4

OTU5

OTU1

OTU2

OTU3



  

OTU4

OTU5

OTU1

OTU2

OTU3



  

OTU1

OTU2

OTU3

OTU5

OTU4

OTU4

OTU5OTU3

OTU1

OTU2

OTU4

OTU5

OTU1

OTU2

OTU3



  

OTU1

OTU2

OTU3

OTU5

OTU4

OTU4

OTU5OTU3

OTU1

OTU2

OTU4

OTU5

OTU1

OTU2

OTU3

系統樹は多数の
系統仮説の

集合体



  

はたして

その系統樹は

信頼できるのか？

どれくらい



  

はたして

各系統仮説は

信頼できるのか？

どれくらい



  

ブートストラップ

解析
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出現頻度を
信頼性の指標に
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